
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される映像信号に基づいて、画面を構成する画素ごとの階調データからなる映像デ
ータを生成する映像データ生成手段と、表示パネル上で表示するための入力階調値と出力
階調値との対応関係を示す補正テーブルを記憶するとともに、同補正テーブルを参照して
上記映像データを変換するトーンカーブ補正手段とを具備するパネル表示テレビジョンに
おいて、
　上記映像データ生成手段は複数の系統から上記映像信号が入力可能であり、一の系統か
ら入力された上記映像信号から上記画面の全領域にて表現する親映像データと、他の系統
から入力された上記映像信号から上記画面における一部を構成する領域である副表示領域
で表現する子映像データを生成し、上記親映像データにおける上記副表示領域に属する部
分を上記子映像データに置き換えた複合映像データを生成するとともに、
　上記トーンカーブ補正手段は、
　　 各領域に対応する上記補正テーブルの複数の組み合わせ
を設定することにより上記画面全体について中央を明るく補正するか、または、端を暗く
補正するか、または、均一に補正するかのいずれかの補正モードを設定し、各補正モード
において上記副表示領域に対応する複数の上記補正テーブルを設定するとともに、
　　上記複合映像データにおける上記画素が上記副表示領域に属するとき当該副表示領域
に対応して設定された上記補正テーブルを参照して上記変換を行うとともに、上記画素が
上記副表示領域外であるとき上記画面全体について設定された上記補正モードにおいて当
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上記画面を縦方向に分割した



該画素が属する上記領域に対応する上記補正テーブルを参照して上記変換を行うことを特
徴とするパネル表示テレビジョン。
【請求項２】
　入力される映像信号に基づいて、画面を構成する画素ごとの階調データからなる映像デ
ータを生成する映像データ生成手段と、表示パネル上で表示するための入力階調値と出力
階調値との対応関係を示す補正テーブルを記憶するとともに、同補正テーブルを参照して
上記映像データを変換するトーンカーブ補正手段とを具備するパネル表示テレビジョンに
おいて、
　上記映像データ生成手段は複数の系統から上記映像信号が入力可能であり、一の系統か
ら入力された上記映像信号から上記画面の全領域にて表現する親映像データと、他の系統
から入力された上記映像信号から上記画面における一部を構成する領域である副表示領域
で表現する子映像データを生成し、上記親映像データにおける上記副表示領域に属する部
分を上記子映像データに置き換えた複合映像データを生成するとともに、
　上記トーンカーブ補正手段は、
　　上記画面の各領域に対応する上記補正テーブルの複数の組み合わせを設定することに
より

各補正モードにおいて上記副表
示領域に対応する複数の上記補正テーブルを設定するとともに、
　　上記複合映像データにおける上記画素が上記副表示領域に属するとき当該副表示領域
に対応して設定された上記補正テーブルを参照して上記変換を行うとともに、上記画素が
上記副表示領域外であるとき上記画面全体について設定された上記補正モードにおいて当
該画素が属する上記領域に対応する上記補正テーブルを参照して上記変換を行うことを特
徴とするパネル表示テレビジョン。
【請求項３】
　上記領域は上記画面を縦方向に分割した領域であることを特徴とする請求項２に記載の
パネル表示テレビジョン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パネル表示テレビジョンに関し、特に、補正テーブルを参照して補正を行う
パネル表示テレビジョンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種のパネル表示テレビジョンとして、異なるチャンネルの映像を分割画面と
して同時に表示し、各分割画面ごとに補正処理を行うものが知られている（例えば、特許
文献１に記載の従来技術、参照。）。
  かかる構成によれば、各分割画面ごとに補正処理を行うため、チャンネル間における入
力映像信号の明度等の相違により感じられる違和感を抑制することが可能であった。
【特許文献１】特開２０００－３２３６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述した従来のパネル表示テレビジョンにおいて、各分割画面ごとには異なる補正処理
を行うことが可能であるが、分割画面に拘泥されない画面の領域ごとに異なる補正を行う
ことは不可能であった。従って、画面の端のみを明るめに表示させたり、中央を暗めに表
示させるといったユーザーの趣向に対応することは不可能であるという課題があった。
  本発明は上記課題にかんがみてなされたもので、画面の領域ごとに程度の異なる補正を
行うことが可能なネル表示テレビジョンを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
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上記画面全体について中央を明るく補正するか、または、端を暗く補正するか、また
は、均一に補正するかのいずれかの補正モードを設定し、



　上記目的を達成するため、本発明は、入力される映像信号に基づいて、画面を構成する
画素ごとの階調データからなる映像データを生成する映像データ生成手段と、表示パネル
上で表示するための入力階調値と出力階調値との対応関係を示す補正テーブルを記憶する
とともに、同補正テーブルを参照して上記映像データを変換するトーンカーブ補正手段と
を具備するパネル表示テレビジョンにおいて、
　上記映像データ生成手段は複数の系統から上記映像信号が入力可能であり、一の系統か
ら入力された上記映像信号から上記画面の全領域にて表現する親映像データと、他の系統
から入力された上記映像信号から上記画面における一部を構成する領域である副表示領域
で表現する子映像データを生成し、上記親映像データにおける上記副表示領域に属する部
分を上記子映像データに置き換えた複合映像データを生成するとともに、上記トーンカー
ブ補正手段は、上記画面の各領域に対応する上記補正テーブルの複数の組み合わせを設定
することにより

各補正モードにおい
て上記副表示領域に対応する複数の上記補正テーブルを設定するとともに、上記複合映像
データにおける上記画素が上記副表示領域に属するとき当該副表示領域に対応して設定さ
れた上記補正テーブルを参照して上記変換を行うとともに、上記画素が上記副表示領域外
であるとき上記画面全体について設定された上記補正モードにおいて当該画素が属する上
記領域に対応する上記補正テーブルを参照して上記変換を行う構成としてある。
【０００５】
　上記のように構成した において、上記映像データ生成手段は、入力される映像信
号に基づいて映像データを生成する。上記映像データは、画面を構成する画素ごとの階調
データで構成される。上記トーンカーブ補正手段は、表示パネル上で表示するための入力
階調値と出力階調値との対応関係を示す補正テーブルを記憶する。そして、上記トーンカ
ーブ補正手段は、上記補正テーブルを参照しつつ上記映像データを変換する。
【０００６】
　上記映像データ生成手段は、複数の系統から上記映像信号を入力することができる。上
記映像データ生成手段は、一の系統から入力された上記映像信号から上記画面の全領域に
て表現する親映像データを生成するとともに、他の系統から入力された上記映像信号から
上記画面における一部を構成する領域である副表示領域で表現する子映像データを生成す
る。そして、上記副表示領域に属する上記親映像データを上記子映像データに置き換える
ことにより、複合映像データを生成することが可能である。すなわち、多チャンネル画像
等の入力系統の異なる複合画像を表示させることが可能となる。
【０００７】
　一方、上記トーンカーブ補正手段は、上記画面における複数の領域に対応した複数の異
なる上記補正テーブルを有する。むろん、上記副表示領域についても対応する上記補正テ
ーブルが記憶される。そして、各画素の上記映像データに対して同画素の存在する上記領
域に対応した上記補正テーブルを参照して上記変換を行う。すなわち、当該画素について
参照すべき上記補正テーブルを特定し、特定された上記補正テーブルを参照して当該画素
についてトーンカーブ補正が行われる。すなわち、上記補正テーブル記憶手段に記憶され
た複数の異なる上記補正テーブルを上記画面の上記領域に応じて使い分けることが可能と
なる。いいかえれば、上記画面の上記領域に応じて異なるトーンカーブ補正を行うことが
可能となる。

【発明の効果】
【００１４】
　　

【発明を実施するための最良の形態】
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上記画面全体について中央を明るく補正するか、または、端を暗く補正す
るか、または、均一に補正するかのいずれかの補正モードを設定し、

本発明

上記画素が上記副表示領域に属するときは、当該副表示領域に対応して設定
された上記補正テーブルを参照して上記変換を行う。一方、上記画素が上記副表示領域外
であるときは、上記画面全体について設定された上記補正モードにおいて当該画素が属す
る上記領域に対応する上記補正テーブルを参照して上記変換を行う。

本発明では、子画面と親画面とで異なる補正を行うことが可能なパネル表示テレビジ
ョンを提供することができる。



【００１５】
　以下、下記の順序に従って本発明の実施の形態について説明する。
（１）パネル表示テレビジョンの構成：
（２）トーンカーブ補正テーブルについて：
（３）まとめ：
【００１６】
　（１）パネル表示テレビジョン調整の構成：
  図１は、パネル表示テレビジョンとしての液晶表示テレビジョン（ＴＶ）１００の構成
を示すブロック図である。本発明の適用対象となる表示素子は液晶パネルに限られず、プ
ラズマパネル等の表示素子であってもよい。ＴＶ１００は、電源装置１９０と本体部１０
１とインバータ１８６と液晶モジュール（液晶表示部）１８０等から構成されている。電
源装置１９０は、本体部１０１とインバータ１８６と液晶モジュール（液晶表示部）１８
０に対して所定電圧の直流電圧を供給している。インバータ１８６は、電源装置１９０か
らの直流電圧を入力し、高電圧を発生させて液晶モジュール１８０のバックライト１８５
に供給する。
【００１７】
　本体部１０１は、ＩＩＣバスデータポート１０３とマイコン１１０と操作パネル１１１
とＥＥＰＲＯＭ１１２とチューナー回路１２０とアンテナ１２１とスイッチ回路１２２と
コンポジット映像入力端子１２３とビデオ信号処理部１３０とＣＬＫ１等から構成されて
いる。クロックラインＳＣＬとデータラインＳＤＡとから構成されるＩＩＣバス１０２に
は、ＩＩＣバスデータポート１０３、マイコン１１０、ＥＥＰＲＯＭ１１２、公知のチュ
ーナＩＣを中心とした二系統のチューナ回路１２０ａ，１２０ｂ、ビデオ信号処理部１３
０のＩ／Ｆ１６４、等が接続されている。これらの回路は互いにバス１０２を介してシリ
アルデータを送受信する。チューナ回路１２０ａ，１２０ｂは、別の信号線を介して直接
接続されたマイコン１１０から同信号線を介して入力される信号に基づく制御により動作
するようになっている。
【００１８】
　ビデオ信号処理部１３０は、主要部がＩＣとされ、２系統のＲＧＢ信号生成部１４０ａ
，１４０ｂとＲＧＢ信号処理部１５０とＩ／Ｆ１６４等から構成されている。さらに、Ｒ
ＧＢ信号生成部１４０ａはＡ／Ｄ変換回路１４１ａとＹＣ分離回路１４２ａとクロマデー
コーダ回路１４３ａと画質調整回路１４４ａとマトリックス回路１４５ａ等から構成され
、もう一方のＲＧＢ信号生成部１４０ａも同様の構成となっている。ＲＧＢ信号処理部１
５０は２系統備えられる画素数変換回路１５１ａ，１５１ｂと画像合成回路１５２と画質
調整回路１５３とトーンカーブ補正回路１５４と輝度・コントラスト調整回路１５５等か
ら構成されている。
　マイコン１１０は、発振回路ＣＬＫ１や操作パネル１１１や図示しないリモコン信号受
光部が直接接続されており、操作パネル１１１等への操作入力に対応するデータを同操作
パネル１１１等から入力可能とされている。また、マイコン１１０は、内部のバスに接続
されたＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、複数のＩ／Ｏポート、図示しないタイマ回路、等を備え
ており、ＣＰＵがＲＯＭやＥＥＰＲＯＭ１１２に書き込まれた内部回路制御用のプログラ
ムに従ってＴＶ全体を制御することにより、ＴＶとしての機能を実現している。
【００１９】
　マイコン１１０は、親画面の中の副表示領域にチャンネルや入力系統の異なる子画面の
表示をする設定（いわゆるピクチャー・イン・ピクチャー設定）や、その子画面を表示す
る副表示領域の大きさや位置等の入力も操作パネルや図示しないリモコン受信部等を介し
て受け付け可能となっており、設定された子画面情報はＥＥＰＲＯＭ１１２の設定テーブ
ル１１４に副表示領域の座標値として記憶される。さらに、マイコン１１０は、トーンカ
ーブ補正のユーザー設定の入力も受け付け可能となっており、設定されたユーザー設定情
報はＥＥＰＲＯＭ１１２の設定テーブル１１４に記憶される。なお、設定テーブル１１４
の詳細については後述する。
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【００２０】
　ＥＥＰＲＯＭ１１２は、補正を行う際に参照するための入力階調値と出力階調値との対
応関係を表すトーンカーブ補正テーブル（補正テーブル）１１３を記憶している。また、
上述した子画面情報やトーンカーブ補正のユーザー設定情報が記憶された設定テーブル１
１４や各画素の座標が規定された座標テーブル１１５等も記憶している。
【００２１】
　チューナ回路１２０ａ，１２０ｂは、主要部がＩＣとされたアナログテレビジョン用の
公知の回路であり、二系統備えられている。チューナ回路１２０ａ，１２０ｂは、アンテ
ナ１２１ａ，１２１ｂそれぞれから所定の放送方式によるアナログのテレビジョン信号（
映像信号の一種）を入力して中間周波信号を作成して出力することが可能である。所定の
放送方式にはＰＡＬ方式、ＳＥＣＡＭ方式、ＮＴＳＣ方式等があり、チューナ回路は複数
の種類の放送方式のＴＶ信号を入力して中間周波信号を生成する回路であってもよい。本
回路１２０ａ，１２０ｂはいわゆる周波数シンセサイザ方式のチューナを内蔵しており、
図示しない高周波増幅回路、局部発振回路、混合回路等を備えている。むろん、電圧シン
セサイザ方式等であってもよい。
【００２２】
　スイッチ回路１２２ａ，１２２ｂも二系統備えられており、それぞれがチューナ回路１
２０ａ，１２０ｂに接続している。スイッチ回路１２２ａ，１２２ｂは、主要部がＩＣと
されており、それぞれマイコン１１０とコンポジット映像入力端子１２３ａ，１２３ｂが
接続されている。スイッチ回路１２２ａ，１２２ｂは、マイコン１１０から入力される選
択指示にしたがって、チューナ回路１２２ａ，１２２ｂからの中間周波信号と端子１２３
ａ，１２３ｂからのアナログのコンポジット映像信号（映像信号の一種）とを選択的に入
力し、同期信号を分離して同期信号が分離された映像信号を二系統のＲＧＢ信号生成部１
４０ａ，１４０ｂのそれぞれに対して出力する。
【００２３】
　ＲＧＢ信号生成部１４０ａ，１４０ｂは、Ｉ／Ｆ１６４に接続されており、マイコン１
１０からの指示に従って所定の処理を行う。Ａ／Ｄ変換回路１４１ａ，１４１ｂは、同期
信号が分離された映像信号を入力してＡ／Ｄ変換を行い、当該映像信号の白レベルと黒レ
ベルとの間の電圧を対応する２５６段階のデジタル階調値に変換する。そして、デジタル
の階調値からなるデジタル信号をＹＣ分離回路１４２ａ，１４２ｂのそれぞれに対して出
力する。ＹＣ分離回路１４２ａ，１４２ｂは、このデジタル信号を入力して輝度信号Ｙと
搬送色信号Ｃとに分離し、クロマデコーダ回路１４３ａ，１４３ｂのそれぞれに対して出
力する。クロマデコーダ回路１４３ａ，１４３ｂは、輝度信号Ｙと搬送色信号Ｃを入力し
、同輝度信号Ｙと搬送色信号Ｃに対応するＹＵＶ信号を生成し、画質調整回路１４４ａ，
１４４ｂに対して出力する。
【００２４】
　画質調整回路１４４ａ，１４４ｂは、ＹＵＶ信号を入力し、コントラスト調整、ＴＩＮ
Ｔ調整、ブライト調整、肌色補正等の色彩調整、白黒伸長調整、遅延調整、水平シャープ
ネス調整、等の処理を行い、調整処理後のＹＵＶ信号をマトリックス回路１４５ａ，１４
５ｂのそれぞれに対して出力する。マトリックス回路１４５ａ，１４５ｂは、この調整処
理後のＹＵＶ信号を入力し、輝度信号Ｙと色差信号 R-Y,B-Yとを組み合わせて三原色別の
３種類の色信号であるＲＧＢ信号を生成する。
【００２５】
　このＲＧＢ信号は各画素ごとに生成され、それぞれの系統でＶＲＡＭ１（ビデオメモリ
）とＶＲＡＭ２に記憶保持される。ＶＲＡＭ１とＶＲＡＭ２および後述するＶＲＡＭ３は
、画面１フレーム分のＲＧＢ信号を記憶保持するためのバッファであり、同バッファには
各画素ごとにＲＧＢ信号を記憶させるアドレスが規定されている。そして、それぞれのア
ドレスに順次各画素のＲＧＢ信号を格納していくことで、１フレーム分の映像データを記
憶することが可能となっている。また、各画素ごとにＲＧＢ信号を記憶させるアドレスが
規定されているため、ＲＧＢ信号が記憶されたアドレスからそのＲＧＢ信号がどの画素に

10

20

30

40

50

(5) JP 3968584 B2 2007.8.29



ついてのＲＧＢ信号であるかを特定することができる。本実施形態においては、映像デー
タを保持するメモリとしてＶＲＡＭ（ビデオメモリ）を採用し、アドレスから画素を特定
する構成としたが、メモリに階調データとともにその階調データに対応する画素の番号や
座標等を記憶させてもよい。
【００２６】
　ＲＧＢ信号は、デジタルの階調値で表現する階調データであり、同階調値は、大きくな
るほど映像が明るくなり（輝度が大きくなり）、小さくなるほど映像が暗くなる（輝度が
小さくなる）。なお、本実施形態では液晶パネル１８２～１８４の画素数を横６４０×縦
４８０画素であるものとし、デジタルの階調で表現された階調値は０～２５５の２５６階
調であるものとして説明する。ただし、本発明の液晶パネル１８２～１８４の画素数は、
横６４０×縦４８０画素に限られず、横１０２４×縦７６８画素等のであってもよいし、
ワイド画面に対応する横１４４０×縦９００画素等であってもよい。
【００２７】
　一方、チューナ回路１２０ａ，１２０ｂからマトリックス回路１４５ａ，１４５ｂまで
は二系統備えられているが、以降のＲＧＢ信号処理部１５０からは一系統に統合されてい
る。なお、マトリックス回路１４５ａから出力されるＲＧＢ信号を第一映像データとし、
マトリックス回路１４５ｂから出力されるＲＧＢ信号を第二映像データとして以下説明す
る。
【００２８】
　ＲＧＢ信号処理部１５０は、Ｉ／Ｆ１６４に接続されており、マイコン１１０からの指
示に従って所定の処理を行う。ＲＧＢ信号処理部１５０における画素数変換回路１５１ａ
，１５１ｂは二系統備えられており、ＶＲＡＭ１とＶＲＡＭ２に記憶された第一および第
二映像データがそれぞれ入力されている。
【００２９】
　スケーラとも呼ばれる画素数変換回路１５１ａ，１５１ｂは、ＶＲＡＭ１とＶＲＡＭ２
からＲＧＢ信号を読み出して、液晶パネル１８２～１８４または子画面を表示する副表示
領域の画素数に合わせて画素数を変換する所定のスケーリング処理を行う。このとき子画
面を表示する副表示領域の画素数は、ＥＥＰＲＯＭ１１２の設定テーブル１１４に記憶さ
れた子画面情報から取得する。
【００３０】
　例えば、マイコン１１０の指示により第一のチューナー１２０ａが選局しているチャン
ネルの画像を親画面とし、第二のチューナー１２０ｂが選局しているチャンネルの画像を
子画面として表示する場合には、第一の画素数変換回路１５１ａは第一映像データの画素
数を横６４０×縦４８０画素に変換するとともに、第二の画素数変換回路１５１ｂは第二
映像データの画素数を副表示領域の画素数（例えば、横１６０×縦１２０画素）に変換す
る。
【００３１】
　画像合成回路１５２は、マイコン１１０の指示により画素数変換された親映像データと
しての第一映像データと、子映像データとしての第二映像データとを合成させる。上記の
例にあてはめると、設定テーブル１１４から子画面を表示する副表示領域の座標を取得し
、横１６０×縦１２０画素に変換された第二映像データに同副表示領域の座標を対応させ
、同副表示領域以外の領域については各成分０階調とした映像データを生成する。一方、
横６４０×縦４８０画素に変換された第一映像データにおける副表示領域について各成分
０階調とし、それ以外の領域は元の第一映像データのままの階調値とした映像データを生
成する。そして、それぞれ生成された映像データを重畳させることにより、副表示領域に
は第二映像データが表示され、それ以外の領域には第一映像データが表示される合成映像
データを生成している。
【００３２】
　ＶＲＡＭ３は、ＶＲＡＭ１およびＶＲＡＭ２と同様に上記合成映像データを入力し記憶
させる。画質調整回路１５３は、ＶＲＡＭ３から色別に各画素の階調値を順次参照し、画
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素数変換後のＲＧＢ信号を構成する階調値に対して、輪郭補正、ＯＳＤ信号の重畳、彩度
補正、等の調整処理を行う。トーンカーブ補正回路１５４は補正テーブル１１３を参照し
つつトーンカーブ補正を行う。なお、トーンカーブ補正回路１５４における処理の詳細は
後述する。輝度・コントラスト調整回路１５５は、ＶＲＡＭ３に格納されている色別の画
素別に階調値で表現されるトーンカーブ補正後の映像データに対して輝度調整、コントラ
スト調整の処理を行い、液晶モジュール１８０の制御回路１８１に対して出力する。
【００３３】
　上記制御回路１８１は、画面表示の制御駆動処理を行う電子回路であり、ＶＲＡＭ３に
記憶保持された映像データから画素別、色別にＲ用液晶パネル１８２、Ｇ用液晶パネル１
８３、Ｂ用液晶パネル１８４を駆動する電圧を生成する。また、ＶＲＡＭ３における階調
データを読み出したアドレスから当該階調データに基づいて駆動させる液晶パネル１８２
，１８３，１８４の表示画素を特定している。バックライト１８５は、インバータ１８６
から高電圧が供給されて点灯し、生じた光が背面から正面方向へ液晶パネル１８２～１８
４を透過するようになっている。これにより、液晶モジュール１８０は、画面１９９から
映像データに対応する映像、すなわち、映像信号に対応する映像を表示する。
【００３４】
　（２）トーンカーブ補正について：
  図２は、ＥＥＰＲＯＭ１１２に記憶される補正テーブル１１３の一例を示している。同
図において、各入力階調値に対するトーンカーブ補正後の出力階調値が対応づけられて記
憶されている。同図に示す例では、例えば入力階調値が”２５４階調”であればトーンカ
ーブ補正後の出力階調値は”２５４階調”ということとなる。すなわち、補正テーブル１
１３によって入力階調値を取得することでトーンカーブ補正後の出力階調値を一義的に得
ることが可能となっている。本実施形態において３種類の補正テーブル１１３ａ～１１３
ｃがＥＥＰＲＯＭ１１２に記憶されている。
【００３５】
　図３は、３種類の補正テーブル１１３ａ～１１３ｃを模式的に示している。同図におい
て、補正テーブル１１３ａ～１１３ｃに示される入力階調値と出力階調値との対応関係を
グラフにより示している。いずれの補正テーブル１１３ａ～１１３ｃにおいても入力階調
値と出力階調値との対応関係は下記式（１）で表される。そして、定数としてのγに”１
．２”を代入したとき補正テーブル１１３ａに示す対応関係となり、γに”１．７”を代
入したとき補正テーブル１１３ｂに示す対応関係となり、γに”２．２”を代入したとき
補正テーブル１１３ｃに示す対応関係となる。
【数１】
　
　
　
　
　
　
　
  なお、上記式（１）においてａは入力階調値を示し、ｂは補正後の出力階調値を示して
いる。
【００３６】
　トーンカーブ補正回路１５４は、上記調整処理後のＲＧＢ信号に対してトーンカーブ補
正を行い、液晶モジュール１８０の表示特性を補正する。トーンカーブ補正回路１５４は
、ＥＥＰＲＯＭ１１２に保持されている補正テーブルを参照して、ＲＧＢ信号の色別の画
素別に入力階調値に対応する出力階調値を同補正テーブル１１３ａ～１１３ｃから取得し
、同入力階調値を同取得した出力階調値に置き換えることによりトーンカーブ補正後の映
像データを生成する。
【００３７】
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　ここで、補正テーブル１１３ａ～１１３ｃは３種類存在するため、使用する補正テーブ
ル１１３ａ～１１３ｃによっては映像の表示特性が異なることとなる。γが”１．２”の
補正テーブル１１３ａを使用すると暗めの補正が行われ、γが”２．２”の補正テーブル
１１３ｃを使用すると明るめの補正が行われ、γが”１．７”の補正テーブル１１３ｂを
使用するとこれらの中間の明るさとなる補正を行うことができる。そして、以上のように
補正特性の異なる３種類の補正テーブル１１３ａ～１１３ｃを各画素の液晶パネル１８２
～１８４における領域に応じて使い分けている。
【００３８】
　図４は、液晶パネル１８２～１８４における各領域と使用される補正テーブル１１３ａ
～１１３ｃとの関係を模式的に示している。同図において、液晶パネル１８２～１８４は
幅方向に五分割され、左から領域Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅが示されている。また、液晶パネル
１８２～１８４の一部には横１６０×縦１２０画素に相当する副表示領域Ｐが示されてい
る。領域Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｐは液晶パネル１８２～１８４における横および縦の座標
値により特定可能となっている。例えば、領域Ａには横（Ｘ）の座標値が１から１２８と
なる画素が属することとなる。
【００３９】
　モード１では、液晶パネル１８２～１８４全領域において補正テーブル１１３ｃを使用
した明るめのトーンカーブ補正が行われる。モード２では、液晶パネル１８２～１８４全
領域において補正テーブル１１３ｂを使用したトーンカーブ補正が行われる。また、モー
ド３では、液晶パネル１８２～１８４全領域において補正テーブル１１３ａを使用した暗
めのトーンカーブ補正が行われる。このように、液晶パネル１８２～１８４全領域におい
て同一の補正テーブル１１３ａ～１１３ｃを使用することにより、画面全体として明るめ
の画面にしたり暗めの画面に調整することが可能となっている。
【００４０】
　一方、モード４では、端の領域Ａおよび領域Ｅにおいては補正テーブル１１３ｃを使用
し、領域Ｂおよび領域Ｄにおいては補正テーブル１１３ｂを使用し、中央の領域Ｃにおい
ては補正テーブル１１３ａを使用している。このように補正することにより、端の領域Ａ
および領域Ｅを明るめに補正し、中央の領域Ｃを暗めに補正することが可能となる。例え
ば、中央の人物にのみスポットライトが集中し、相対的に暗めに撮像された端の背景がは
っきりと見えない映像等において、中央に白つぶれを発生させることなく端の背景を明る
く表示させることができる。
【００４１】
　反対に、モード５では、端の領域Ａおよび領域Ｅにおいては補正テーブル１１３ａを使
用し、領域Ｂおよび領域Ｄにおいては補正テーブル１１３ｂを使用し、中央の領域Ｃにお
いては補正テーブル１１３ｃを使用している。このように補正することにより、端の領域
Ａおよび領域Ｅを暗めに補正し、中央の領域Ｃを明るめに補正することが可能となる。例
えば、逆光等により中央の人物のみが暗めに撮像されはっきり見えない映像等において、
端の背景に白つぶれを発生させることなく中央の人物を明るく表示させることができる。
特に、幅方向の両端の画素を幅方向に拡大表示させるワイド画面ＴＶにおいては、端の白
つぶれが目立ちやすくなるため、有効な補正を行うことができる。
【００４２】
　さらに、本実施形態においては副表示領域Ｐについて補正テーブル１１３ａ～１１３ｃ
のいずれかを使用してトーンカーブ補正を行うことが可能となっている。このようにする
ことにより、例えば、子画面が明るく目立ち過ぎる場合にも、子画面の副表示領域Ｐにつ
いては補正テーブル１１３ａを使用して暗めの補正をすることができる。反対に、子画面
が暗過ぎてはっきりと見えない場合には、子画面の副表示領域Ｐについては補正テーブル
１１３ｃを使用して明るめの補正をすることができる。すなわち、親画面の明度と子画面
の明度との間でバランスを取ったり、一方を強調させたりすることが可能となっている。
【００４３】
　図４において示した画面における各領域とその領域について参照される補正テーブル１
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１３ａ～１１３ｃとの組み合わせ情報はＥＥＰＲＯＭ１１２の設定テーブル１１４に記憶
されている。図５は、設定テーブル１１４の一例を示している。同図において、各領域Ａ
，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｐを表現する座標データが領域座標として記憶されている。副表示領
域Ｐを示す領域座標１１４ａにつていは、上述のとおりマイコン１１０によりユーザーの
設定に応じて更新記憶される。例えば、子画面を大きく表示させる設定がされた場合には
、副表示領域Ｐを示す領域座標１１４ａには広範囲の領域を示す座標範囲が記憶される。
むろん、子画面を表示させない設定も可能となっており、その場合には副表示領域Ｐを示
す領域座標１１４ａは空白として記憶される。設定テーブル１１４には、各領域とその領
域について参照される補正テーブル１１３ａ～１１３ｃとの組み合わせが一覧化して記憶
されている。図４に示した例では、親画面の設定”モード１～５”と、子画面の設定”明
るめ，ふつう，暗め”との組み合わせが存在するため、全１５種類のパターンが一覧化し
て記憶されている。
【００４４】
　上述のとおりマイコン１１０は、トーンカーブ補正のユーザー設定の入力も受け付け可
能となっている。具体的には、親画面についての設定”モード１～５”の選択が受付可能
であり、子画面についての設定”明るめ，ふつう，暗め”の選択も受付可能である。そし
て、設定テーブル１１４に対しては、選択された設定の組み合わせに該当するパターンに
のみユーザー設定欄１１４ｂに”ＯＮ”と記憶させる。図に示す例では、親画面について
は”モード４”が設定され子画面については”ふつう”が設定され、その組み合わせに合
致するパターンに”ＯＮ”と記憶させられている。
【００４５】
　設定テーブル１１４は、以上の例に限られるものではなく、液晶ＴＶ１００の仕様に応
じて異なる態様とすることができる。例えば、副表示領域の欄を複数列設け、子画面を複
数生成することが可能な仕様に対応させてもよい。また、領域Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅをさら
に細分化した領域を設け、その領域に対応した欄を設ける構成としてもよい。領域Ａ，Ｂ
，Ｃ，Ｄ，Ｅは大きさ、位置が固定であるものに限定されず、例えばユーザーの設定によ
りそれぞれの領域座標が更新記憶される構成としてもよい。むろん、領域Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ
，Ｅは、本実施例のように画面を縦方向に分割するものに限られるものではなく、横方向
に分割するものであってもよい。
【００４６】
　以上説明した設定テーブル１１４に基づいてトーンカーブ補正回路１５４ではトーンカ
ーブ補正が行われる。以下、トーンカーブ補正処理の流れを図６に示すフローチャートに
基づいて説明する。なお、同図においては、１フレーム分の処理についての流れを示して
いる。まず、ステップＳ１１０にて画素の通し番号”ｎ”を１とする。なお、画素の通し
番号”ｎ”は、１フレーム分の画像を形成するための全画素の通し番号である。
【００４７】
　ステップＳ１２０において、座標テーブル１１５と設定テーブル１１４とから補正を行
う当該画素の座標が副表示領域Ｐに属するか否かを特定する。図７は、座標テーブル１１
５の一例を示している。同図において、画素の通し番号”ｎ”と横座標（Ｘ）と縦座標（
Ｙ）との対応関係が規定されている。まず、座標テーブル１１５から当該画素の横座標（
Ｘ）と縦座標（Ｙ）を特定する。そして、設定テーブル１１４を参照することにより、特
定された座標が副表示領域Ｐに属するか否かを判断する。ここで副表示領域Ｐに属する場
合には、ステップＳ１３０にて、副表示領域Ｐについて使用する補正テーブル１１３ａ～
１１３ｃを設定テーブル１１４から特定する。すなわち、ユーザー設定欄１１４ｂが”Ｏ
Ｎ”となっているパターンにおいて副表示領域Ｐに対応する補正テーブル１１３ａ～１１
３ｃを特定する。
【００４８】
　一方、Ｓ１２０において、当該画素が副表示領域Ｐに属さなかった場合には、ステップ
Ｓ１４０にて、当該画素が領域Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅのいずれに属するかを特定する。次に
、ステップＳ１５０において特定された領域Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅについて使用する補正テ
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ーブル１１３ａ～１１３ｃを設定テーブル１１４から特定する。
【００４９】
　そして、ステップＳ１６０においては、ステップＳ１３０およびステップＳ１５０で特
定された補正テーブル１１３ａ～１１３ｃのいずれかを使用してトーンカーブ補正が行わ
れる。すなわち、ＶＲＡＭ３の当該画素に対応するアドレスから補正前の階調を読み出し
、当該アドレスに同入力階調に対応する出力階調を更新記憶させる。ステップＳ１７０で
は、フレームにおける最終の画素であるか否かを判断し、最終の画素であれば当該フレー
ムのトーンカーブ補正処理を終了させ、最終の画素でなければステップＳ１８０にて画素
の通し番号”ｎ”に１を加算して次の画素についてのトーンカーブ補正を行う。なお、本
実施形態においては画素の通し番号の順番に補正処理を行う構成としたが、ＶＲＡＭ３に
おけるアドレス順に各画素の補正処理を行うようにしてもよい。
【００５０】
　このようにすることにより、各領域ごとにユーザーの設定通りに補正テーブル１１３ａ
～１１３ｃを使い分けることが可能となる。また、ステップＳ１２０にて副表示領域Ｐに
属するか否かを判断することにより、副表示領域Ｐに属する画素については優先的に副表
示領域Ｐに設定された補正テーブル１１３ａ～１１３ｃを参照させ補正することができる
。
【００５１】
　（３）まとめ：
  以上説明したように、本発明によれば画面の領域に応じて異なる補正テーブルを参照し
てトーンカーブ補正を行うことにより、ユーザーの趣向に沿った出力画像を得ることが可
能となる。特に、親画面と子画面とで異なる補正テーブルを参照してトーンカーブ補正を
行うことができるため、親画面と子画面との明度の差による見づらさを解消させることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】液晶テレビジョンの構成を示すブロック図である。
【図２】補正テーブルを示す図である。
【図３】補正テーブルを表すグラフである。
【図４】画面と補正テーブルとの関係を示す対応図である。
【図５】設定テーブルを示す図である。
【図６】１フレーム分のトーンカーブ補正処理のフローチャートである。
【図７】座標テーブルを示す図である。
【符号の説明】
【００５３】
１００…液晶テレビジョン（ＴＶ）
１０１…本体部
１０２…ＩＩＣバス
１０３…ＩＩＣバスデータポート
１１０…マイコン
１１１…操作パネル
１１２…ＥＥＰＲＯＭ
１１３ａ～１１３ｃ…補正テーブル
１１４…設定テーブル
１１５…座標テーブル
１３０…ビデオ信号処理部
１５４…トーンカーブ補正回路
１８０…液晶モジュール（液晶表示部）
１８１…制御回路
１８２～１８４…液晶パネル
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１８５…バックライト
１８６…インバータ
１９０…電源装置

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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